
愛荘町商工会女性部活動事例 
これまでの特産品開発のあゆみ 



1．事業実施の背景

愛荘６６シリーズのブランドは、地元で浸透して
きたけど、もっと広く知ってもらうにはどうすればい
いかしら？

＜今年度私たちが目指した姿＞

普段使いはもちろん 非常
時にもおいしく 食べられる
商品を開発してはどうか

なぁ…
背景：女性部組織の防災減災の意識の高まり



 2. 実施した事業内容

 「防災の視点を取り入れた新特産品による地域の強靭化、地域活性化事業

 （小規模事業者持続化補助金 ビジネスコミュニティ型）

防災食に関する知識、ノウハウを習得するため 「防災食」の商品開発において先進的な地域で視
察研修を実施 → 商品の企画、試作品の開発に活かしました。
① 株式会社味きっこう

代表取締役の魚住氏より、市場ニーズ、防災食製造の技術と品質向上、実用性の高い商品開発について学びました。

② 北淡路震災記念公園野島断層
震災を体験された語り部の方より、災害の教訓、地域との連携、心理的・栄養的に良い防災食等について学びました。
  



 ３. 実施した事業内容

   「地域資源×防災」をテーマにした新特産品の試作品開発

愛荘６６シリーズに長年関わっていただいている管理栄養士の河合亜紀氏の指導のもと試作品を開発。

原材料は、地元の農産品「黒豆」「みずくぐり」を主原料に

試作品開発にあたっては、長年培ってきた農家や製造業者の人脈を活かして。

＜これまでの特産品開発の経験・ノウハウを活かして＞

  （ 令和７年度 若手後継者等未来創造事業） 地域の活性化に
繋がればなぁ…



4．実施した事業内容

愛荘66シリーズの新特産品 「Aishoグラノーラ」

コンセプトは、日常食から美味しく食べられ、「いざっ！」という時の備え（防災食）
にも・・・

将来的には、より食べやすい形状とするため、バー状のグラノーラも検討中

Aishoグラノーラをきっかけ
に地域の方々が防災に関
心をもっていただけたらなぁ

研修で学んだ知識、経験を活かし、栄養！手軽さ！美味しさ！を追求

商品パンフレットには、防災食のローリングストック法（少し多めに蓄える→日常生活で使う、食べ
る→使った分だけ買い足す のサイクルを繰り返す）について記載。→地域の方々に普段からの備
えの啓発に・・・



５．実施した事業内容

地域イベントの出展による特産品の情報発信と試作品の評価調査

愛荘町内外からイベントに参加いただいた約１万人に特産品66シリーズをＰＲ！

出店実績：中山道宿場まつり、愛荘町スイーツウォーク2025、愛荘６６かまど祭
その他、地域の各種団体、行政と連携を図り、わたSHIGA輝く国スポ・障スポにも出展！

各種イベントで、新特産品のアンケート調査を実施しました。



6．本事業による成果

① 新たな付加価値を付与した新特産品開発

② 女性部員による防災啓発

防災食に関する知識やノウハウを習得できたことで、地域資源に防災という新たなアプローチが可能となり、既存顧
客はもちろん、今後のさらなる販路拡大の可能性が見出せました。

★防災食の販売を通りして地域の方々に、防災・減災について考えていただけるきっかけとなるよう、
地域との連携を深めながら情報発信を強化し、「災害に強いまちづくり」に寄与していきます。

次年度に向けて

新特産品（防災食）の普及により、部員一人一人が防災・減災について情報発信していくことで、災害に強い
まちづくりのリーダー育成に繋げていくことができました。

★今年度実施した調査事業を基に、Aishoグラノーラのレパートリーを増やし、愛荘66シリーズのブラ
ンド力強化、地域経済の活性化に繋げていきたいと考えています。
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